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2016 年 2 月 20 日、基礎研修 2 期生として
44 名と共に 3 年間の研修を修了しました。3
年に渡る研修を終え、あらためて生涯研修制
度が研修生の能力開発やキャリアアップ支援
のための素晴らしいものであったと実感して
います。研修で得たもの…それは課題からの
実益だけでなく、目に見えないモノを察知す
る感性を常に磨き続けることの大切さです。
国家資格を得ても「社会福祉士」にふさわ

しい専門的な力量が備わっているわけではな
いことも確信しました。
学ぶ中で、社会福祉士の関わる分野の多さ

と深さと広がりを知り、援助者として対象者
の方への一言目に「否定語から入らない」を
認識し、社会全体を俯瞰し冷静な判断を心が
ける等々、たくさんのことを体感しました。
また、同期生の個々人の職場での取り組み

や経験を知ることにもなり、これからの自分
自身の活動や仕事の中で様々な専門職や各機
関との連携がいかに重要か！をも身をもって
体験させていただきました。
私は年齢的には前倒しで自己研鑚をしてい

かなければなりません。出来る限り、県社会
福祉士会の活動等に参加し、若い方々を後押
ししたり協力しながら「謙虚に丁寧に、そし
て誠実に」関わっていきたいと願っています。
2期生は「カムカムの会」と名づけた同期会も
結成して、これからも穏やかに繋がり、支え
合い励ましあっていくことになりました。
最後になりましたが、事務局並びに関係者
の皆様、お世話になり心より感謝しておりま
す。本当にありがとうございました。
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基礎研修を終えて

報告者　2期生　井上　眞規子

行事
報告 01

基礎研修無事修了しました
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行事
報告 02

今年度の高齢者虐待対応現任者標準研修は
11 月 13 日、14 日、12 月 12 日、兵庫県福祉セ
ンターで行われ、21 名が修了しました。虐待
対応経験年数に差はあるものの、帳票を利用
した各段階での対応を講義だけでなく、グルー

プで演習を行うことによって理解を深めても
らいました。アンケート結果を見ても、おお
むね好評でした。現場での対応力をさらに強
化していただきたいと願います。

12 月 19 日、基礎研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが行われた
この日、兵庫県社会福祉士会の忘年会が開催
され、60 人が参加しました。昨年から始まっ
た忘年会の余興は、委員会やブロックなどの
団体出演の他、個人出演も含め 7グループが、
楽器の演奏など様々な演目を披露しました。
忘年会参加者より投票で選ばれた上位 3 組に
は、岡本会長より表彰状と景品が贈呈されま

した。その後、「兵庫県社会福祉士会の歌」を
参加者全員で合唱し、記念撮影も行いました。
普段、なかなか出会うことのない会員相互の
交流の場ともなり、楽しく盛り上がった忘年
会になりました。来年の忘年会で優勝を目指
される方は、今のうちから練習を重ね、ぜひ
エントリーしてくださいね。

高齢者虐待対応現任者標準研修

行事
報告 03 会員交流事業　忘年会

帳票の説明

集合写真素晴しいパフォーマンス

グループワーク

報告　高齢者虐待対応委員会

報告　広報委員会
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行事
報告 04

2 月 13 日午後、兵庫県民会館にて「実習教
育支援者研修」を開催しました。
実習教育支援委員会では、永らく「実習指

導者フォローアップ研修」を開催してきまし
たが、今回は対象者を実習指導者に限定せず、
広く養成校で実習教育に関わっている方にも
参加を呼びかけました。結果として 8 名の養
成校関係者を含め 41 人で意見交換することが
でき、立場を超えて交流することができまし
た。
実習教育支援委員会は、近畿ブロック各県

士会（大阪・京都・滋賀・奈良・和歌山）の
実習委員会メンバーと連携しています。今回
は、大阪から 4 名、京都から 5 名の方が来ら
れました。

「講義　実習評価の実際（養成校から）60 分」、
「講義＆演習　実習評価の実際（実習受入施設
から）60 分」、「演習　実習コメントの考え方
60 分」と内容が盛りだくさんで、時間不足で
したので、次回以降の研修内容でまた工夫し
てみようという話になりました。
懇親会（11 名参加）でも、後進の育成に直
結する実習教育について熱心な議論が続き、
「実習生が社会福祉士になって社会福祉士会に
入会してくれることになった。」、「実習生が就
職につながって、法人の他部署の職員も社会
福祉士実習にとても協力的になってきた。」な
ど、うれしい話題提供もありました。
次回の実習教育支援者研修は 6月 11 日（土）
の予定です。ご期待ください。

社会福祉士実習教育支援者研修

行事
報告 05

2 月 14 日に開催した標記の研修には、定員
を超える 67 名ものみなさまに参加いただき
ました。今回の研修は、生活困窮者自立支援
法が施行されて１年を迎えますが、この間現
場で何が起き、何が課題になっているのかを
明らかにしようということで開催したもので、
兵庫県社会福祉協議会、兵庫県弁護士会のご
後援を得ました。
内容は 3部構成で、第 1部は「生活困窮者自

立支援法のしくみと東淀川区の実践～施行後 1
年を振り返る～」と題して、東淀川区保健福

祉課　生活支援担当課長代理の谷口 伊三美さ
んから制度概要や現状、生活保護制度との関
係など、お話をいただきました。第 2部は、「生
活困窮者支援のための法制度活用～相談実務
に使える知識～」と題して、大阪弁護士会所属
のあかり法律事務所　弁護士　小久保　哲郎
さんから、具体的な法律活用についてお話しい
ただきました。第 3部は、「生活困窮者支援を
さらに進めるために」と題して、本会生活困窮
者支援委員会の福村副委員長から具体的な相
談事例の報告と先のお二人の講師の方を交え

生活困窮者自立支援の現場発　課題と展望を考える

演習風景講義風景

報告　実習教育支援委員会

報告　生活困窮者支援委員会
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てのお話でした。あっという間の 3時間余りの
時間でしたが、会場の熱気や講師の皆さまか
らの熱のこもったお話に時間がたつのも忘れ

て、引き込まれてしまいました。
本事業がはじまって約１年、「生活困窮者」
とはだれを指すのか、何が「自立支援」の目
標なのかを自問自答しながらの現場であるこ
とが見えてきました。
最後に開催日の 2月 14 日は奇しくも「愛の
日」その真逆をテーマにしたかのような研修
会でしたが、「愛の反対は憎しみではなく無関
心です。（マザー・テレサ）」という言葉にも
あるように、この問題は実は私たちの身近な
ところにあります。今後も、より多くの方が、
「生活困窮者」や「社会的孤立」に関心を持っ
てくださるよう、研修会や委員会の活動を継
続していきたいと思います。

2月 17 日に奈良少年刑務所見学に行ってま
いりました。周りは一般的な住宅街だったに
もかかわらず、そこはレトロな重要文化財を
思わせる風貌で、タイムスリップをしたよう
な感覚になりました。
明治 4 年に奈良監獄として奈良駅近くに存

在していたそうですが、明治 41 年に現在地に
改築移転したとのことです。その容姿は、ほ
ぼ当時そのままであり、当時使われていた牢
屋もその時の状態のまま保存してあり、当時
の受刑者の囚われていた様子が目に浮かぶよ
うで、犯罪を犯した人間の処遇を想像しただ
けで、居たたまれない思いになります。
現在の刑務所は、独居棟の先に作業所があ

り、それぞれに作業所で職業訓練を受けるこ
とができ、高等学校通信制課程の受講もでき
たりと、受刑者が、社会復帰するために必要
な課程を習得することができます。刑の期間
によっては、2年課程で理髪師資格を取得する
こともできるとのことです。
収容されている受刑者の 3 割は性犯罪者で

あるとのことで、性犯罪再犯防止指導は他の
刑務所に比べ、レベルの高いものであるとの
ことです。
一人ひとりのプライバシーも尊重されなが

らも、冷暖房のない閑散とした独房で、過ご

していることを思うと、罪を犯し、更生する
ということの、重さを改めて感じます。
釈放前指導寮というところでは、釈放 2 週
間前から施設外の奉仕活動がおこなわれたり、
外部の人と関わりを持っていくことがおこな
いわれ、社会に少しずつ慣れていくそうです。
独房にいた期間が長いと、いきなり社会生活
に戻ることはなかなか大変であるようです。
それぞれの受刑者が社会復帰するために、
毎日を過ごしている様子を目の当たりにして、
社会復帰をする、更生することの受刑者への
支援について、改めて考える機会をいただき
ました。

行事
報告 06 奈良少年刑務所を見学して

奈良少年刑務所

講義風景

報告　更生支援委員会
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2 月 23 日、本会初めての認証研修の 1日目
が 23 人のご参加で無事終了しました。事業種
別も年齢・経歴もみなさん様々ですが、福祉
現場でのより良い人材育成に悩み苦しんでい
るのは全員一緒でした。
今回の研修は一般論に留まることなく、現

場に持ち帰ってすぐ使える手法や書式を意識
して準備しました。
法人規模も事業所の風土もそれぞれですが、

職場でマイノリティの社会福祉士が、社会福
祉士らしく仕事ができて、「やっぱり社会福祉
士は勉強してるね。」とか、「さすが社会福祉
士は多方面に配慮できていて、調整がうまい
ね。」って言ってもらいたいですよね。
先輩社会福祉士の私たちが後輩社会福祉士

に業務を通して何を見せるか、研修やOJT と

いう手法の中に伝えたい何かをどうプログラ
ムするか、について皆さんで考えました。2日
目は 3 月 25 日（金）。2016 年度の福祉人材育
成研修は 2017 年 2 月～ 3月開催の予定です。

行事
報告 07 2015年度認証研修「福祉人材育成研修」報告

行事
報告 08

東播地区ブロック自主企画研修
　 「みんなで地域包括ケアをじっくり考えてみよう　２
　～他職種で困難事例を考える～」開催のご報告

報告　東播地区ブロック理事会

2 月 21日、明石市産業交流センター４階　
研修室１におきまして、当地区ブロック会主催
自主企画研修「みんなで地域包括ケアをじっく
り考えてみよう　2　～他職種で困難事例を考え
る～」を開催致しました。
昨年度と同じ「地域包括ケア」をテーマな

がら、今年度は参加者 23 名を分野や職種が混
在するメンバー編成に振り分け、基調講演の
後に仮想の困難事例を検討しました。専門職
毎の視点の違いやネットワークの重要さを再
認識しつつ、中には鋭い意見も飛び出すなど

の熱い意見交換が繰り広げられました。
以下はアンケートに寄せられた受講者の感
想です。

●　 地域包括ケアシステムに興味があり、参加
させていただきました。普段、意見交換す
る機会が少ない職種の方ともお話すること
ができ、新たな学習ができました。グルー
プワークでは、現場でも共有する悩みにつ
いても話すことができ、勉強になりました。

●　 グループ内の話し合いで、ソーシャルワー

グループワークの様子

報告　生涯研修センター
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クの本質を考える機会になった。
●　 「他職種連携の欠点」についてなど、現在の

福祉の概念は必ずしも正しいわけではないと
知ることができたのはありがたかった。熱い
意見交換でモチベーションが上がりました。

●　 事例検討会は現場での声が直接聞けたの
で、とても良かったです。新しく知るこ

とや、自分の業務のみなおしになりまし
た。ありがとうございました。

事例検討基調講演

2 月 28 日、姫路市労働会館第 3会議室にお
きまして、当委員会主催「平成 27 年度　独立
型社会福祉士実践報告会 in 姫路」を開催致し
ました。今年度は「独立型社会福祉士とネッ
トワーク～成年後見事例を通じて～」と題し
て、特別講師に姫路西公証役場公証人・平田
建喜さまを迎えてご講演いただきました。2
名の本会会員の成年後見業務を切り口とした
実践報告もさることながら、一般人との接触
を控えていた検事時代とは正反対に積極的ア
プローチで道を切り開いた平田公証人の生き
様に感銘を受けた方も多かったのではないで
しょうか。
また、後半の交流会では講師・発表者を含

めた 17 名が 3 つのグループに分かれ、「ネッ

トワーク」をキーワードに様々な意見交換を
展開しました。緊張の面持ちがぱっと笑顔に
なる瞬間や歓声があちこちで挙がり、実りの
多い時間を共有いただけていたようです。

行事
報告 09

平成27年度　独立型社会福祉士実践報告会 in姫路
　 「独立型社会福祉士とネットワーク～成年後見事例を通じて～」

報告　独立型社会福祉士支援委員会

活発な意見交換
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陽春の候、会員のみなさまにおかれまして
は、ますますご健勝のこととお慶び申し上げ
ます。今年も美しい桜が咲き、新しい春を迎
えました。今春、社会福祉士に合格された皆
さま、本当におめでとうございます。本会に
入会いただいたみなさまをこころより歓迎い
たします。
本会は、1993 年 7 月に日本社会福祉士会の

兵庫県支部として発足し、当初 100 名にも満
たない小さな職能団体として活動を始めまし
た。2009 年 4 月に一般社団法人兵庫県社会福
祉士会として法人格を取得し、2016 年度は発
足から 23 年目を迎えます。
今日では 16 の専門委員会と 7 つの地区ブ

ロック、福祉相談センター「ここねっと兵庫」
を組織化するとともに、高齢者虐待対応研修
や「JR 西日本相談センター事業」へ相談員を
派遣、今年度は新たに「障害者差別解消相談
センター」への相談員の派遣など、行政等か
ら公的な事業を受託し、公益性の高い運営を
展開しています。
また、「まちかど相談会」や各種研修、社会

福祉セミナー等を通じて地区ブロック活動を
展開し、県民の福祉向上に寄与し、県民や行
政等から本会への期待は年々高まってきてい
ます。しかし、一方で、社会福祉士資格取得
者の組織率は年々低下し、現在では 16% 台へ
と低迷しています。
このような状況の中、さらに本会の発展を

中・長期的観点から取り組む必要があるとの
ことから昨年度「兵庫県社会福祉士会・5ヵ年
発展計画策定会議」を設置し、会員アンケー
トや地区ワークショップ、パブリックコメン

ト等を実施し、1年間かけて「兵庫県社会福祉
士会 2020・5 ヵ年発展計画」の策定に取り組
んできました。
この度、会員のみなさまの貴重なご意見等
を踏まえ、計画策定ができましたので、会員
のみなさまに、ぜひご覧いただきたいと思い
ます。（詳細は別冊をご参照ください）

目標「利用者の自己実現と地域の社会福
祉を推進する専門職団体（社会福祉士会）」
3つの柱（重点目標）
　1． 社会福祉士としての資質向上を支援
する

　2． 地域貢献（公益性の増進）に寄与す
る

　3.． 会員数を拡大する（2000 名）

もちろん、計画の策定はゴールではなく、
これから 5 年後の本会の姿を目指して、様々
な事業や会員サービスの向上等に取り組むた
めの新たなるスタートです。
このため、今年度は新たに「組織力向上戦
略会議（仮称）」を設置し、本計画の具体的な
企画検討と推進を行ってまいります。会員の
みなさまにも会議への公募やアンケート等を
行いますので、引き続き、ご協力のほどお願
いいたします。
本計画をもとに、本会の 5 年後のさらなる
発展に向けて、みなさまと一緒に活動してい
けることをこころより願っております。

未来に向かって～兵庫県社会福祉士会の夢を描こう～
　（兵庫県社会福祉士会 2020・5 カ年発展計画を策定しました）

兵庫県社会福祉士会　会長　岡本　和久
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毎年、秋になると毎年まちかど無料相談の季
節がやってきます。
相談者の多いブロックや高齢者が多いブロッ

クなど来られる方も様々です。もちろん相談内
容も様々であります。「これ、福祉相談じゃない
よね？」ってものから高齢分野・障がい分野・・
児童分野・成年後見等など福祉相談援助職の専
門分野のものまで多岐にわたります（実は私は児
童分野がどうも・・・）。
また、地域特性のある相談に関しては、各ブ

ロックの方々に助けていただきながら、社会福祉
士の啓発活動とまちかど無料相談を行っていく
わけです。複数の社会福祉士が集まれば、得意
分野を持ち寄り、互いに補うことができることが、
社会福祉士のいいところかなと考えております。

たとえば・・【姫路まちかど相談】・・
2015 年 11月 3日、姫路城大手前公園にてま

ちかど相談会（西はりまブロック）をおこないま
した。当日は、福祉関係の学校や作業所等が模
擬店を出す「ひめじ福祉まつり」の開催に便乗し
ています。大勢の人々で賑わうなか、メモ帳を配
りながら社会福祉士会の存在や活動をアピール

してきました。また相談があると寄ってくださっ
た方もあり、丁寧に助言させていただきました。
毎年この場所で活動させていただいておりま
すが、メモ帳を手にとってくださった方々や会場
でお会いした方々のお力になりたいなと思います。

・・・【神戸まちかど相談】から・・
2015 年 11月7日は神戸ブロックのまちかど相
談でした。神戸はいつも人通りの多い場所で行
うため通りすがりに、「ちょっと聞いてみよう・・」
という相談が多いのですが（少し先の将来に不
安を感じながら何とか日常を暮らしている人たち）
が増えてきているのでは？と感じます。また、毎
年同じ場所で開催していると、「今年も来たよ～」
と相談の経過報告に来てくださる方もいて、本当
にまちかどの声が聞ける相談会だと思います。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
相談委員会はまちかど無料相談以外にも、毎
月1回第 2 土曜日13：00 ～ 16：00まで福祉な
んでも相談を行っていますので、気軽に見学にき
てください。

委 員 会 ❶

だ よ り
相談委員会

委員長　西 垣 和 仁

独立型社会福祉士支援委員会メールマガジン
会員登録　ご登録のご案内
当委員会では情報提供ツールとして「独立

型社会福祉士支援委員会メールマガジン会員
登録」を常時受け付けております。ご登録希
望をいただくとメーリングリストへご希望の
メールアドレスをご登録し、
●　 メールマガジン「夢ふうせん」の季刊配信
●　 独立型社会福祉士に関する研修・地域・
活動情報などの配信などの享受にご利
用いただけます。

ご登録ご希望の方はメールにて以下につい
てご記入の上送信してください。

①　 件名に「独立型メルマガ会員希望」とお
入れください。

②　 本文にお名前、会員番号、独立型社会福
祉士養成研修の受講歴の他、

　　 「開業済み」「近日開業予定」「検討中」の
いずれかをご記入下さい。

③　 開業済みの方は開業年月日、屋号をご記
入下さい（差支えない範囲で構いません）。

④　 申 込 先　　hsasao.fukushi@gmail.com　
 （担当・笹尾）

多くのみなさまのご参加を心よりお待ちし
ております。

委 員 会 ❷

だ よ り
独立型社会福祉士支援委員会 委員長　石原知佳子

淡路会場阪神会場姫路会場
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はじめに／メーリングリストの活用について
現在兵庫県社会福祉士会では、ひよこメーリングリストの運営をしています。登録すると便利

なので、ご紹介させていただきます。

何が出来るの?
登録者に対して一斉に同じ内容の文章を送信することができ、情報の共有が即座に行えます。

また登録者は全員が発信者にもなることができ、発信者のトピックスについて登録者全員で双方
向的なやりとりが可能になります。
事務局からは、日本社会福祉士会や関係団体、兵庫県下の事業所のイベント情報などをタイム

リーに発信しています。
登録していない方やメールアドレスをお持ちでない方にはその情報は届きません。

注意点
メーリングリストのアドレスにメールを送ると、その内容はみなさんに読まれることになりま

す。１度メールを送ると削除出来ません。従って秘密の根回しや、デートのお誘いなどは内容と
して不適切ですので、みなさん注意してください。
今後もみなさんにとって有益なメーリングリストとなるよう努力を重ねていきますので、みな

さん登録の申し込みをしていただきますようお願いいたします。

兵庫県社会福祉士会メーリングリスト登録のご案内
本会ではメーリングリスト（通称 : ひよこML）を運営しています。 配信内容は本会行事や各委

員会・ブロックからの事業案内の他、各地域で開催のイベントや研修、行政、事業所からの求人情報、
個々の会員からの耳より情報などです。「こうのとり通信」では発信できないタイムリーな情報を
皆様にお届けします。

〈登録方法〉
①兵庫県社会福祉士会のホームページ
　（http://www.hacsw.or.jp）にアクセスする。

② ページ右上の「兵庫県社会福祉士会メー
リングリスト（ひよこメーリングリスト）
への登録申し込みはこちらから」という
リンクにアクセスする。

③必要事項を入力し、送信する。

以上の手順を踏んでいただき、当委員会で
会員かどうかの確認の上で登録いたしま
す。会員確認する都合上、即日登録できな
いことをご了承ください。

メーリングリストとは
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メーリングリストへの登録アドレスを変更する場合についてのお願い
ひよこMLへの登録アドレスを変更する場合についてのお願いです。
最近、ひよこMLへの登録アドレス数の増加に伴い、メールが届かないこと（エラー）が多く

発生してきています。担当として、エラー対応に手間と時間がかかる状態となっています。
対応として、登録アドレスへの変更の連絡がない場合においても、メーリングリストの登録か

ら削除することとします。
ひよこMLのメールが滞りなく届くよう、登録アドレスを変更したときは、必ず、アドレス変

更の連絡・手続きをお願いします。また、携帯アドレス等において迷惑メール対応が設定されて
いる可能性がありますのでご確認ください。
上記の説明で分からない点等ありましたら、syadanhyogo@hacsw.or.jp こちらに連絡ください。

宜しくお願いします。

注意点

兵庫県社会福祉士会メーリングリスト登録のご案内

　本会ではメーリングリスト(通称:ひよこML)を運営しています。 配信内容は本会行事や各委員会・プロックからの事業
案内の他、各地域で開催のイベントや研修、行政、事業所からの求人情報、個々の会員からの耳より情報などです。
「こうのとり通信」では発信できないタイムリーな情報を皆様にお届けします。

〈登録方法〉
①兵庫県社会福祉士会のホームページ
　（http://www.hacsw.or.jp）にアクセスする。

②ページ右上の「兵庫県社会福祉士会メーリングリスト（ひよ
こメーリングリスト）への登録申し込みはこちらから」とい
うリンクにアクセスする。

③必要事項を入力し、送信する。

以上の手順を踏んでいただき、当委員会で会員かどうかの確認
の上で登録いたします。会員確認する都合上、即日登録できな
いことをご了承ください。

メーリングリストへの登録アドレスを変更する場合についてのお願い

　ひよこMLへの登録アドレスを変更する場合についてのお願いです。
　最近、ひよこMLへの登録アドレス数の増加に伴い、メールが届かないこと(エラー)が多く発生してきています。担当
として、エラー対応に手間と時間がかかる状態となっています。
　対応として、登録アドレスへの変更の連絡がない場合においても、メーリングリストの登録から削除することとします。
　ひよこMLのメールが滞りなく届くよう、登録アドレスを変更したときは、必ず、アドレス変更の連絡・手続きをお願
いします。また、携帯アドレス等において迷惑メール対応が設定されている可能性がありますのでご確認ください。
　上記の説明で分からない点等ありましたら、syadanhyogo@hacsw.or.jpこちらに連絡ください。宜しくお願いします。

≪兵庫県社会福祉士会メーリングリスト≫
運営母体：兵庫県社会福祉士会　　管 理 者：広報委員会　　お問い合わせ・連絡先：syadanhyogo@hacsw.or.jp

注意点
　メーリングリストのアドレスにメールを送ると、その内容はみなさんに読まれることになります。１度メールを送ると削除
出来ません。従って秘密の根回しや、デートのお誘いなどは内容として不適切ですので、みなさん注意してください。 
　今後もみなさんにとって有益なメーリングリストとなるよう努力を重ねていきますので、みなさん登録の申し込みをして
いただきますようお願いいたします。

ここをアクセスする。

ここに入力して、送信する。

注意点

6

神戸ブロック（ブロック長　増山　陽子）

　花はほころび、木々は芽吹き、人々は心はなやぐ季節ですね。その暖かな空気を満喫しつつ、その片隅で
その空気さえも十分に感じることができない人たちへの思いを、忘れないようにしたいと思います。
　さて、年度が変わり、事業計画を立てているところですが、県の行事を含めさしあたりの予定をお知らせ
します。県全体でも研修会が目白押しですが、どうぞ次の総会には万障お繰り合わせのうえご出席ください。
今年も総会後に交流会（歓迎会）を予定しています。入会間もない方もご一緒に楽しいひとときをすごしま
しょう。

＊ 神戸ブロックのメーリングリストにぜひ登録してください
　タイムリーな情報もお届けします。
　アドレス：CSW_KOBE@EXCITE.CO.JP
　　　　　　問い合わせ先：　090-8531-5414　（増山）

ロックインフォメーション　①ブ

≪今後の予定≫

　 6月 4日（土）　・ブロック総会&記念講演&交流会&新入会員歓迎会　　

＊日程は未定ですが、今年度は施設見学会を予定しています。
　また、新入会員向けの研修会の開催も考えています。
　まだ、検討中ですのでご意見やご希望をお寄せください。
＊ どうぞ積極的に参加していただき、新しい力でブロック活動をもりあげていただきたいと思います。ボラ
ンティアで地味な活動かもしれませんが、そこから得るものはきっとあるはずです。連絡をお待ちしてい
ます。



研修委員会 近藤　健太 地域包括支援センター支援委員会 山内　賢治

調査研究委員会 井土　睦雄 こども家庭支援委員会 田邉　哲雄

国家試験対策委員会 薄木　公平 実習教育支援委員会 乾　なち子

広報委員会 胡中　智礼 独立型社会福祉士支援委員会 石原知佳子

相談委員会 西垣　和仁 障がい福祉委員会 尾﨑　剛志

ソーシャルワーク研究委員会 酒井　淳子 更生支援委員会 原田　和明

生活困窮者支援委員会 谷口　智昭

高齢者虐待対応委員会 伊東　圭一 地域移行支援委員会 國本　康夫

ぱあとなあ兵庫 伊藤　　彰

会員のみなさまが、委員会活動についてご質問、問い合わせなどされる場合は、

下記アドレス宛にお問い合わせください。

syadanhyogo@hacsw.or.jp

委員会責任者名

う す き
行政書士
事 務 所

福祉と行政のプロフェッショナル

（うすき社会福祉士事務所 併設）

1 法律と福祉の両方が分かる専門職として
身近な悩みにもお応えし、お客様をサポートします。

2 頻雑な書類作成、申請業務を全て承ります。お客様は、
本来業務や新しい業務の準備に集中できます。

3 電話やメール相談だけでなく、お客様のご連絡があれば
すぐに駆けつけます。

4 お客様との信頼関係を大事にします。

４つの約束

いずれかに当てはまる方は是非一度お問い合わせください！

□事業所の新規指定申請、更新申請の予定がある。 □新しく会社や NPO を興したいと考えている。　　　　　　　　　　

□認定 NPO 等の準備を考えている。 □介護タクシーなど新規事業を始めたい。

□遺言書や相続に関する問い合わせを受けた。 □成年後見を活用したほうがいい方がいる。

□クーリングオフなど消費者問題の人がいる。 □訪問介護事業所等の駐車許可を取得したい。

T E L：0 7 9 8 - 3 4 - 3 9 9 9
M P：0 9 0 - 9 2 64 - 7 5 94
E-mail：sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp

うすき行政書士・社会福祉士事務所　（大口・松村事務所 併設）
兵庫県西宮市本町 7 番 15 号
　（阪神西宮駅南 徒歩 5 分 西宮えびす神社そば）
兵庫県行政書士会・兵庫県社会福祉士会　会員

※行政書士法第 1条２行政書士は、他人の依頼を受け報酬を得て、官公署に提出
する書類、その他権利義務又は事実証明に関する書類を作成することを業とする。
（行政書士は業務独占です。行政書士以外の者が他人の依頼を受け報酬を得て業務
を行うと行政書士法違反になります。）

≪業務内容のご紹介≫

・株式会社、NPO 法人など設立手続き ・介護サービス事業所の手続き支援
・障害福祉サービス事業の手続き ・社団法人、公益社団法人等の新規・移行手続き
・介護タクシーの許可取得 ・遺言書、遺産分割協議書作成
・相続対応や成年後見制度の活用など ・クーリングオフなどの内容証明郵便作成
・訪問介護等の駐車許可申請などの自動車関係 ・その他、契約書や覚書作成の事実関係業務　など
（司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

広  告

7
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東播地区ブロック（ブロック長　石原知佳子）
第8回　東播地区ブロック総会　開催のご案内
日　　時：平成 28 年 5 月 29 日（日）午後
会　　場：明石市生涯研修センター学習室２
　　　　　（アスピア明石北館８階）
　今年度は役員改選がございます。記念講演など開催内容の詳細は、当ブロック所属会員様には後日配布致
します「総会議案集」で、その他のみなさまには hiyokoML、東播地区ブロック・ブログなどでご案内致します。
役員一同、所属会員のみなさまのたくさんのご参加を心よりお待ちしております。

ロックインフォメーション　②ブ



【報告】
☆　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会

　第13回総会について

　3 月 19 日に第 13 回総会を開催しました。

出席会員 58 名、委任状 847 名、書面評決 26

名の合計 931 名（定足数 734 名）で総会が成

立しました。予定しておりました、下記の議

案についてすべて承認されたことをご報告い

たします。

　第 1号議案　2016 年度事業計画（案）

　第 2号議案　2016 年度予算（案）

【報告事項】

　⑴ 個人情報保護方針（プライバシーポリ

事務局情報
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委員会責任者名■

研修委員会 近藤　健太 地域包括支援センター支援委員会 山内　賢治

調査研究委員会 井土　睦雄 こども家庭支援委員会 田邉　哲雄

国家試験対策委員会 薄木　公平 実習教育支援委員会 乾　なち子

広報委員会 胡中　智礼 独立型社会福祉士支援委員会 石原知佳子

相談委員会 西垣　和仁 障がい福祉委員会 尾﨑　剛志

ソーシャルワーク研究委員会 酒井　淳子 更生支援委員会 原田　和明

生活困窮者支援委員会 谷口　智昭

高齢者虐待対応委員会 伊東　圭一 地域移行支援委員会 國本　康夫

ぱあとなあ兵庫 伊藤　　彰

会員のみなさまが、委員会活動についてご質問、問い合わせなどされる場合は、

下記アドレス宛にお問い合わせください。

syadanhyogo@hacsw.or.jp

委員会責任者名

う す き
行政書士
事 務 所

福祉と行政のプロフェッショナル

（うすき社会福祉士事務所 併設）

1 法律と福祉の両方が分かる専門職として
身近な悩みにもお応えし、お客様をサポートします。

2 頻雑な書類作成、申請業務を全て承ります。お客様は、
本来業務や新しい業務の準備に集中できます。

3 電話やメール相談だけでなく、お客様のご連絡があれば
すぐに駆けつけます。

4 お客様との信頼関係を大事にします。

４つの約束

いずれかに当てはまる方は是非一度お問い合わせください！

□事業所の新規指定申請、更新申請の予定がある。 □新しく会社や NPO を興したいと考えている。　　　　　　　　　　

□認定 NPO 等の準備を考えている。 □介護タクシーなど新規事業を始めたい。

□遺言書や相続に関する問い合わせを受けた。 □成年後見を活用したほうがいい方がいる。

□クーリングオフなど消費者問題の人がいる。 □訪問介護事業所等の駐車許可を取得したい。

T E L：0 7 9 8 - 3 4 - 3 9 9 9
M P：0 9 0 - 9 2 64 - 7 5 94
E-mail：sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp

うすき行政書士・社会福祉士事務所　（大口・松村事務所 併設）
兵庫県西宮市本町 7 番 15 号
　（阪神西宮駅南 徒歩 5 分 西宮えびす神社そば）
兵庫県行政書士会・兵庫県社会福祉士会　会員

※行政書士法第 1条２行政書士は、他人の依頼を受け報酬を得て、官公署に提出
する書類、その他権利義務又は事実証明に関する書類を作成することを業とする。
（行政書士は業務独占です。行政書士以外の者が他人の依頼を受け報酬を得て業務
を行うと行政書士法違反になります。）

≪業務内容のご紹介≫

・株式会社、NPO 法人など設立手続き ・介護サービス事業所の手続き支援
・障害福祉サービス事業の手続き ・社団法人、公益社団法人等の新規・移行手続き
・介護タクシーの許可取得 ・遺言書、遺産分割協議書作成
・相続対応や成年後見制度の活用など ・クーリングオフなどの内容証明郵便作成
・訪問介護等の駐車許可申請などの自動車関係 ・その他、契約書や覚書作成の事実関係業務　など
（司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

広  告

7

Committee person in charge
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シー）と個人情報管理規程について

　⑵ 個人番号及び特定個人情報の適正な取扱

に関する基本方針と個人番号及び特定個

人情報取扱規程について

　⑶ 2016 年度役員改選について

　⑷ 2015 年度補正予算について

【お知らせ】
☆　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会

　第14回総会（決算総会）について

　第 14 回総会を下記の通り開催いたします。

詳細につきましては、後日ご案内いたします。

日にち：6月 25 日（土）

会　場：兵庫県福祉センター

　　　　神戸市中央区坂口通 2-1-1

議　題：2015 年度事業報告・決算

　6月初旬発送予定の「第 14 回総会議案集」

とともに、総会出欠確認はがきを同封します

ので、お手元に届きましたら、投函をお願い

いたします。

◯ 　総会を欠席する場合は、返信用はがきを

委任状としてご返送ください。署名と捺印

がないと無効となりますので、忘れないよ

うお願いいたします。

◯ 　書面にて議決権を行使する場合は、議案

集にあります議決権行使書に記入の上、事

務局までお送りください。（FAXまたは郵送）

☆　会　員　数

　　　正会員　1,466 名（2016 年 1 月末現在）

　周りの未入会の方に入会をお誘いください。

　職場を異動、または転居された場合は、住

所変更届を必ず日本社会福祉士会へ提出して

下さい。住所変更届等様式は、日本社会福祉

士会のホームページでダウンロードできます。

※ こうのとり通信は、メール便にて発送して

います。郵便局への転居届では転送されま

せんので、ご注意ください。

☆　 2016年度　年会費引き落としにつ

いて

　2016 年 4 月 12 日（火）に年会費の引き落

としを予定しております。引落金額は 16,000

円 +手数料。

　指定口座が残高不足等で引き落としができ

ない場合、翌月 12 日の引き落としになりま

すので、残高の確認をお願いいたします。

　不明な点等ありましたら、事務局までお問

い合わせください。

☆　会員証の更新について

　2016 年 3 月 31 日が有効期間の会員証をお

持ちの方には、日本社会福祉士会より更新し

た会員証をお送りしています（発送予定：3

月下旬）有効期限は 5年です。
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☆　理事会報告

2015 年度　第 8回理事会

日　時：2015 年 12 月 19 日

場　所：兵庫県福祉センター　202

協議事項及び報告事項

◯ 2016 年度役員選挙の実施方法について

　・選挙スケジュールと方法等について

◯ 2016 年度事業計画・予算について

◯マイナンバー制度と本会の対応について

　・ 個人情報と特定個人情報の管理規程を分離

◯ 日本社会福祉士会からの連絡報告に関すること

　・ 滞日外国人ソーシャルワーク研修について

　・認証研修開催について

◯近畿ブロックの動向について

　・ 代表者会議　災害担当者会議の幹事県を受託

　・ 近畿ブロック研究・研修会和歌山大会に

ついて

◯本会組織課題の進捗状況について

　・兵庫社会福祉セミナー（但馬ブロック）

　　 セミナーと実践報告会を分けて開催を検討

　・ 社会福祉士会発展5ヶ年計画の策定について

◯第 13 回予算総会について

　・ 記念講演ではなく、イベントとして実施

　　 ウォーキングを通して健康づくりの講話

と実技

◯その他

　・優秀学生の表彰について

　・ こどもの権利擁護に関する研究プロジェ

クトチーム（こども PT）について

　・虐待対応プロジェクトチームについて

2015 年度　第 9回理事会

日　時：2016 年 1 月 16 日

場　所：兵庫県福祉センター　202

協議事項及び報告事項

◯ 2016 年度事業計画・予算について

　・収入及び支出の整理

　・委員会提案の新規事業計画について

◯マイナンバー制度と本会の対応について

　・特定個人情報等の開示について

　・個人情報管理規程について

◯ 日本社会福祉士会からの連絡報告に関すること

　・基礎研修講師養成講座への推薦について

　・ 高齢者虐待対応現任者標準研修講師予定

者研修会

　・災害支援活動者養成研修

◯近畿ブロックの動向について

　・ 近畿ブロック研究・研修会和歌山大会に

ついて

◯本会組織課題の進捗状況について

　・スーパーバイザー養成について

　・ 障害者虐待対応力向上研修（県受託事業）

について

　・ ソーシャルワーカーデー5団体代表者会議

　・兵庫社会福祉セミナーについて

◯第 13 回予算総会について

2015 年度　第 10 回理事会

日　時：2016 年 2 月 20 日（土）

場　所：兵庫県福祉センター　202
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協議事項及び報告事項

◯ 2015 年度補正予算について

◯役員改選について

　・選挙管理委員の紹介及び応募状況の報告

　・再公募について

　・選挙活動について

◯ 2016 年度委員長の変更について

◯ 日本社会福祉士会からの連絡報告に関すること

・滞日外国人ソーシャルワーク研修について

・ 成年後見人等養成研修（認証研修）について

◯その他

・個人情報管理規程について

☆　事務局に届いた刊行物のご紹介

　事務局に届いた刊行物を閲覧できるように

しましたのでご活用ください。

＊（公社）大阪社会福祉士会

　　なにわだよりNo.211 ～ 212

＊（公社）東京社会福祉士会

　　 東京社会福祉士会ニュース vol.227 ～

228

＊（公社）北海道社会福祉士会 

　　かわら版 11 月号

＊（一社）岡山県社会福祉士会

　　 岡山県社会福祉士会だより12月号～2月号

＊（一社）静岡県社会福祉士会

　　静岡県社会福祉士会　№ 256 ～ 258

＊（一社）熊本県社会福祉士会

　　熊本県社会福祉士会ニュース　55 号

＊（公社）神奈川県社会福祉士会

　　かながわの風　vol.10

＊（公社）埼玉県社会福祉士会　会報第19号

＊（一社）栃木県社会福祉士会　会報第45号

＊（社福）きょうされん

　　 月刊きょうされんＴＯＭＯ12 月号、2月号

＊（社福）兵庫県社会福祉協議会

　　ひょうごの福祉 12 月号～ 2月号

＊（特活）中央むつみ会　会報誌　平成 28

年新春号

＊法テラス広報誌「季刊ほうてらす」Vol.35

＊全国被害者支援ネットワーク

　被害者支援ニュース第 18 号

☆　定期購読書籍

　書籍を拡充しました。事務局にて自由にお

読みいただくことができます。

＊月刊福祉（全社協）

＊月刊ケアマネジャー（中央法規）

＊生活と福祉（全社協）

☆　今後の予定

2016 年度　理事会・総会のご案内

【日　程】

　　第 1回　理事会　 4月16日（土）

　　第 2回　理事会　 5月14日（土）

　　第 3回　理事会　 6月25日（土）

　　第14回　総　会　 6月25日（土）

　　第 4回　理事会　 7月23日（土）

　　第 5回　理事会　 9月25日（日）

　　第 6回　理事会　10月22日（土）
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　　第 7回　理事会　11月19日（土）

　　第 8回　理事会　12月17日（土）

　　第 9回　理事会　 1月14日（土）

　　第10回　理事会　 2月18日（土）

　　第11回　理事会　 3月18日（土）

　　第15回　総　会　 3月18日（土）

　協議事項等がありましたら、各理事又は事

務局へご連絡ください。

　　　　事務局連絡先　　　　

　【事務局】

　　一般社団法人 兵庫県社会福祉士会

　　〒651-0062

　　　　神戸市中央区坂口通2－1－1

　　　　兵庫県福祉センター5階

　　　　TEL：078-265-1330

　　　　FAX：078-265-1340

　【事務局員】

　　事務局長　　西野　佳名子

　　事務局次長　谷口　智昭

　　事務局員　　中村　智穂美

　　事務局員　　北野　和香子

　　事務局員　　胡中　智礼

　　事務局員　　笹岡　久美

　　事務局員　　萩原　美千紘

　【事務局メールアドレス】

　　　　syadanhyogo@hacsw.or.jp

　【ぱあとなあメールアドレス】

　　TEL：078-222-8107

　　　　partner-jimu@hacsw.or.jp

　【研修申込専用メールアドレス】

　　　　entry@hacsw.or.jp
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